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研究成果の概要： 

家庭科教育における「サスティナブルな視点」（＝持続可能な生活・暮らし方の視点）とは何

かを明らかにし，高等学校における家庭科の教科書を対象に，サスティナブルな視点の記述の

有無とその内容を分析した。その結果，学習指導要領の改訂を重ねるに伴って，食生活，衣生

活，住生活のいずれもサスティナブルな視点が豊かな内容を含む教科書へと変遷していること

が明らかとなった。その豊かな学習内容をもった教科書を使いこなすことのできる教員の養成

や研修，及び誰でもが使える実践づくりが課題であると筆者らは考えている。 
 
交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006 年度 1,600,000 0 1,600,000 

2007 年度 1,100,000 330,000 1430,000 

2008 年度 800,000 240,000 1,040,000 

年度  

  年度  

総 計 3,500,000 590,000 4,070,000 

 

 

研究分野：総合領域・生活科学・生活科学一般 

科研費の分科・細目：家政・家政教育 

キーワード：持続可能な社会の形成・サスティナブルな視点・生活課題の社会的解決 

      高校家庭科教科書分析 
 
１．研究開始当初の背景 

日本家庭科教育学会は，2002（平成 14）年
度に特別委員会を設置して「循環型・共同参
画型社会をめざすライフスタイルのあり方」
に取り組み，このようなライフスタイルの形
成に家庭科教育から貢献できる可能性を提
示した。 

また，国連は 2005 年から 2014 年までの 10
年間を「国連・持続可能な開発のための教育
の 10 年 」（ Education for Sustainable 
Development，平成 14 年 12 月に国連総会で
採択。以下，「ＥＳＤ」と略称）と位置づけ

ている。ＥＳＤの範囲には，従来から家庭科
教育の範疇とされてきた環境，福祉，ジェン
ダー，子どもの人権教育などが含まれている。 
家庭科教育では，①循環型・共同参画型社会
の形成，②環境教育の進展と新しい生活課題
の解決，③持続可能な社会づくりと生活者の
育成，などについて寄与できるのではないか
と考えてこの研究テーマに取り組むことに
した。 
 
２．研究の目的 
本研究は，以上のような課題意識から，ま
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ず，①家庭科教育における「サスティナブル
な視点」（＝持続可能な生活・暮らし方の視
点）とは何かを明らかにする。次に②高等学
校における家庭科の教科書を対象に，サステ
ィナブルな視点の記述の有無とその内容を
分析する。 

 
３．研究の方法 

研究方法は，主に検定教科書を対象とした
文献調査研究であるが，研究仮説に基づく授
業研究を実施し，その分析結果からカリキュ
ラム試案を構想する。 

教科書における記述内容の分析手順及び
分析方法は以下の通りである。 
（１）分析対象の教科書 

分析対象とした高校家庭科の教科書を表
１に示した。 

研究開始の 2007 年度用の高校家庭科教科
書「家庭総合」は，1999 年告示の高等学校学
習指導要領に準拠している。1999 年版学習指
導要領が，新制高等学校発足時に発行された
学習指導要領から数えて７次目に当たるこ
とから，表１－１の教科書を「第７次」と呼
ぶ。さらに，本研究では，経年的な動向を明
らかにするために，表１－２に示した第６次
（1989 年版学習指導要領準拠）の「家庭一般」
９冊，表１－３に示した第５次（1978 年版学
習指導要領準拠）の「家庭一般」６冊も分析
対象とした。なお，第７次で「家庭総合」を
分析対象にした理由は，高等学校において必
修であった「家庭一般」の内容を継承した科
目だからである。また，本研究における分析
は，「食生活」「衣生活」「住生活」の研記述
内容について実施した。「家族・保育」につ 

 
表１－２ 第６次教科書 

教番 出版社 検定年月 

501 東京書籍 1993．1 

503 中教出版 1993．1 

505 教育図書 1993．1 

508 実教出版 1993．1 

509 実教出版 1993．1 

517 一橋出版 1993．1 

518 一橋出版 1993．1 

 
表１-３ 第５次教科書 

教番 出版社 検定年月 

001 東京書籍 1981．3 

002 中教出版 1981．3 

005 教育図書 1981．1 

008 実教出版 1981．3 

011 一橋出版 1981．3 

012 学習研究社 1981．3 

 
いての分析は，2009 年度以降に実施する予定
である。 
（２）分析視点 
 本研究では，次のような「生活者や暮らし
方」を「家庭科教育におけるサスティナブル
な視点」として把握した。 
○人間と自然・社会との生態系に配慮した生
活者・暮らし方 

○生活主体として自立した生活者・暮らし方 
○生活へのこだわり（生活観・生活思想・生
活価値をもつ生活者・暮らし方 

○現代，あるいは地域の生活課題や生活文化
を大切にする生活観をもった生活者・暮ら
し方 

○他者との共生と連帯を大切にする生活観
をもった生活者・暮らし方 

○持続不可能な生活・暮らし方に対して批判
的視点をもち，その生活や暮らし方を再検
討しようとする生活者・暮らし方 
これらを踏まえ，教科書の記述内容の分析

視点として，以下の４点を設定した。 
 

表２ 分析の視点 

視点１ 

サスティナブルな暮らしを妨げている実

態について記述があるか。 

（生活課題の自覚） 

視点２ 

個人レベルのサスティナブルな暮らし方

についての記述があるか。 

（個人的解決） 

視点３ 

サスティナブルな暮らしの実現をめざす

社会的な動きについての記述がある

か。（社会的解決） 

視点４ 

サスティナブルな社会の実現をめざす

生活主体者としての行動を促す記述が

あるか。（主体的参加） 

 
（３）分析方法 
まず，第７次教科書 10 冊を対象に，表２

の視点が見出される，記述，図表及び写真な
どを取り出し，それぞれに記述内容を表現す
るキーワードを付した。次に，視点やキーワ
ード間にずれがないか検討し，それらのキー
ワードをいくつかの項目に類型化し，データ
べースを作成した。このデーターベースを参
考にしながら，第６次と第５次の教科書を分
析し，それぞれデーターベースを作成し，各
領域ごとに記述内容に関する検討を行った。 

表１－１ 第７次教科書 

教番 出版社 教科書名 検定年月

007 一橋出版 家庭総合 2002．2 

031 東京書籍 家庭総合 2006．3 

032 教育図書 新家庭総合 2006．3 

033 教育図書 家庭総合 2006．3 

034 実教出版 新家庭総合 2006．3 

035 実教出版 新家庭総合 21 2006．3 

036 開隆堂 家庭総合 2006．3 

037 大修館書店 新家庭総合 2006．3 

038 大修館書店 家庭総合 2006．3 

039 第一学習社 家庭総合 2006．3 
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４．研究成果 
（１）食生活領域 
 第５次～第７次の教科書 23 冊を分析した
結果，41 個のキーワードの記述が見出された。
表３に，これらのキーワードを，「文化」「生
産・流通」「調理」「食行為」「廃棄」の５つ
の項目で整理した結果を示す。キーワードと
しては，「生産・流通」が多く，「文化」が少
なかった。 
 表４に，改訂次別のキーワード総数と 1冊
あたりのキーワードの平均と標準偏差を示
す。第５次より第６次，第６次より第７次へ
と急激にサスティナブルな視点の見いださ
れる記述が増加していた。 

表５に，改訂次別のキーワード総数を，視
点別に示す。第５次，第６次，第７次のいず
れでも視点１が多く，視点４が少なかった。
個人的解決の視点２と社会的解決の視点３
は，第５次～第７次へと急激に増加していた。 
 なお，表３のキーワードの中で，第５～第
７次のいずれにも見出されたキーワードは，
「食物汚染」「食の生産・流通」「調理の工夫」

「食事行為」「容器包装廃棄物」の５個であった。 

 
 

表４ 視点が見出されたキーワード数 

教科書 記述総数 平均 

第７次 129 12.9 

第６次 44 6.3 

第５次 10 1.7 

 

表５ 視点別のキーワード数 

視点 
教科書 

１ ２ ３ ４

第７次 46 48 31 4

第６次 20 14 8 2

第５次 5 3 2 0

（２）衣生活領域 
表６に視点が見出された記述のキーワー

ドを示す。衣生活領域では，項目を「人間と
衣服」「被服材料の性能と特徴」「被服の構成と製

作』」「被服整理と衣生活の管理」の４つとした。
キーワードとしては，「被服整理と衣生活の
管理」が多く，「被服の構成と製作」が少なか
った。 
表７に，改訂次別のキーワード総数と 1冊

あたりの平均を示す。第５次より第６次，第
６次より第７次へと急激にサスティナブル
な視点の見いだされる記述が増加していた。 
表８に，改訂次別のキーワード総数を，視

点別に示す。第５次～第７次のいずれでも，
視点２が多く，視点４は皆無であった。社会
的解決の視点３は，第５次～第７次へと急激
に増加していた。 
図１に，項目別のキーワード数を改訂次別

に示す。図１からキーワードはすべての項目
で視点が増えているのではなく，「被服の構
成と製作」では視点が減少したこと，「被服
材料の性能と特徴」では第７次になって記述
が見出されたことが明らかである。 
 

表６ 視点が見出された記述のキーワード 

項 目 キーワード 

人間 

と 

被服 

身体保護，被服気候，被服の機能と

着装，民族服，流行，国際化，昔の

工夫，大量消費，ジェンダー，ユニバ

ーサルデザイン，フェアトレード 

被服材料の

性能と特徴 

紫外線，新素材，生分解性繊維，エ

コメイトマーク，オーガニックコットン 

被服の構成と

製作 

裁断，製作 

被服整理と

衣生活の 

管理 

衣生活経営，死蔵衣服，廃棄衣料，

不要衣料の行方，省資源・省エネル

ギー，過度の清潔志向，環境負荷の

少ない衣生活，ケミカルリサイクル，

仕上剤，節水，洗剤の環境負荷，洗

濯の仕方，手入れ，ドライクリーニン

グ 

 
 

表７ 視点が見出されたキーワード数 

教科書 記述総数 平均 

第７次 191 19.1 

第６次 96 13.7 

第５次 58 9.7 

 
 

表８ 視点別のキーワード数 

視点 
教科書 

１ ２ ３ ４ 

第７次 52 74 65 0 

第６次 34 47 15 0 

第５次 18 37 3 0 

表３ 視点が見出された記述のキーワード 

項目 キーワード 

文化 食文化，郷土料理 

生産

と 

流通 

トレーサビリティ，フェアトレード，地産地消，

スローフード，産地直送，持続農業法，資源

と食生活，消費者運動，遺伝子組み換え食

品，旬，フードマイレージ，南北問題，穀物飼

料，環境ホルモン，食物汚染，食の生産・流

通，農薬・ポストハーベスト，便利さ志向，食

品添加物，被膜剤 

調理 

ホームフリージング，エコクッキングの例，調

理の工夫，献立作成の工夫，食品の選択，

無洗米，冷蔵庫の使用，ラップなどの使用例

食 

行為 

食生活指針，食生活診断，食育の取り組み，

食事行為，ジェンダー 

廃棄 

バイオマス，廃油の処理，コンポスト化，容器

包装廃棄物，食品ロス，食器・器具等の買い

すぎ 
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（３）住生活領域 

表９に視点が見出された記述のキーワー
ドを示す。住生活領域では，項目を「多様な

ライフスタイルへの対応・共生的な住まい方（以

下：ライフスタイル）」「住宅管理長寿命化」「環境・

地域の気候風土に対応した住宅に関する記述（以

下：ハード）」「環境・地域の気候風土に対応した

住まい方（以下：ソフト）」「ユニバーサル」「地域

コミュニティ・まちづくり（以下：コミュニティ）」

の６つとした。キーワードとしては，「ライ
フスタイル」が多く，「ユニバーサル」が少
なかった。 
表 10 に，改訂次別のキーワード総数と 1

冊あたりの平均を示す。食生活領域や衣生活
領域と同様に，第５次より第６次，第６次よ
り第７次へとサスティナブルな視点の見い
だされる記述が増加していた。 

図２に，改訂次別のキーワード総数を視点
別に示す。視点１の記述は第５次から見出さ
れ，第６次に増加し第７次にはさらに増加し
ていた。視点２の記述はそれほど大きく変化 
 

表９ 視点が見出された記述のキーワード 

項目 キーワード 

ライフス

タイル 

いろいろな家族，ライフスタイル，ライフステー

ジ，家族の自立と共生，家族で家事にとりくむ

，留守がちの家族の支援，住みこなし，住み

替えシステム，コーポラティブ住宅，コレクティ

ブ住宅，多様なライフスタイルに対応した社会

づくり 

住宅管

理長寿

命化 

住宅の長寿命化，耐用年限を伸ばすための

住まい方長期的積み立て，集合住宅の管理（

管理組合），民家再生 

ハード 

環境・地域の気候風土に対応した住宅，都市

問題・公害等，環境共生住宅，屋上緑化，パ

ッシブソーラー 

ソフト 
環境・地域の気候風土に対応した住まい方，

換気の必要性，過度の冷房を戒める 

ユニバ

ーサル 

ユニバーサルな住まい，ユニバーサルなまち

コミュニ

ティ 

地域コミュニティ，防犯，近隣へ配慮した住ま

い方，共同住宅の住まい方，地域コミュニティ

のルール，まちづくり 

していないが，第６次に多くなっていた。視
点３の記述は第５次では極めて少なかった
が，第６次に急増し，第７次ではさらに急増
していた。視点４の記述は第５次には見いだ
されなかったが，第７次では増加していた。 
 

表１０ 視点が見出されたキーワード数 

教科書 記述総数 平均 

第７次 308 30.8 

第６次 211 23.4 

第５次 46 7.7 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 次別・視点別（教科書）１冊あたりの記述件数 

 
以上，食生活領域，衣生活領域，住生活領

域について結果を述べた。 
領域によって項目ごとに記述数の多寡は

あるが，総じて第５次には記述数が少なく，
第６次で記述数が増え，第７次ではさらに記
述数が増えていた。「サスティナブルな暮ら
しを妨げている実態についての記述（生活課
題の自覚）（視点１）」は，先人の英知に学び，
現状の課題分析をする基礎であり，サスティ
ナブル視点で，この記述が充実することは重
要なことである。「個人レベルのサスティナ
ブルな暮らし方についての記述（個人的解
決）（視点２）」は，問題解決学習を重視する
家庭科の教科書としては重要な課題であり，
微増ではあるがサスティナブル視点での記
述数が増えていることは評価できる。また，
５次まではきわめて少なかった「サスティナ
ブルな暮らしの実現をめざす社会的な動き
についての記述（社会的解決）（視点３）」が，
第６次・７次と増えていることは注目できる。
さらに最も注目すべきは，６次から「サステ
ィナブルな社会の実現をめざす生活主体者
としての行動を促す記述（主体的参画）（視
点４）」が出現しはじめ，第７次で記述数が
増加していることである。 
内容も説明だけではなく，これを解決して

いく視点がみられるようになり，とりわけ社
会的解決の視点がふくらんでいるといえる。 
 学習指導要領をふまえながらも，それぞれ
の時代の新しい研究成果を盛り込み，居住施

図 1  項目別のキーワード数 
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策の動きを積極的に取り上げており，空間的
な広がりと人の主体的なかかわりの深まり
を読みとることができた。 
 こうした，それぞれの時代の新しい研究成
果を盛り込み，サスティナブルナ社会の実現
を目指す動きを積極的に取り上げた教科書
を使いこなすために，教員の資質をどう高め
るか，大きな課題である。定期的で，濃密な
研修も必要であろうが，教員自らが地域再生
の動きや取り組みに主体的にかかわってい
くことが重要である。 
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学誌 52-1，pp.36-42，2009.4，査読有 
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